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■ 特集「パーソンセンタード・アプローチとの出会い」










た。そして、２番目の項目は「日本のPCAの歩みと This Is Me の交差を意識
しつつご執筆ください」とあった。なるほど、This Is Me は カール・ロジャー
ズ（Carl Rogers）の講演を書き起こしたもので、最初は彼の著作On Becoming


























































































生する。では、「野球選手」を英語にして “baseball player” と言ってみたとき、
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何が起こるだろうか。まったく違うギヴスが運ばれてくる。Player は play す
る人、つまり「遊んでいる人」。「ベースボールをして遊んでいる人」からは「楽
しい」「愉快」などのギヴスが運ばれてくる。英語の “play” の感覚は日本語の「遊


































































































には魅力を感じた。とくに、ロジャーズの著作 On Becoming a Person に収録さ

































































とは a lot…多いのか、それとも a little … 少ないのか？）こうやって、互い
が言語の狭間にいる感覚を楽しんで語り合った。
2013年の夏、先生を訪ねた。電子メールではときどき連絡はとっていたも
のの、実際には、何年かお会いしていなかった。別れ際に “Let me give you a 
big hug. This is the last time I’ll be seeing you（最後になるだろうから、ビッグ・
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